
「迎え入れ、つなぐ自治会館」 -南流山自治会館改修計画-

公園と広場の間に横たわる自治会館 公園と広場を「つなぐ」自治会館

公園

広場

公園

広場

当自治会館の最大の特徴は、公園と広場が手を取り合うような場所に位置していることだと考えます。
現状の建物を、公園と広場をウォークスルーが可能な設計にすることで、公園と広場が一体的につなが
り、人々が集い、情報と思いを交換するコミュニティの心臓部として、これまで以上に機能する存在に
なることを期待します。
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新築案
建築面積：196㎡
※工事費：約1億円

改修案
建築面積：243㎡
※工事費：約5千万円

多くの自治会員の皆様が集まれる自治会館とするために、建築面積が現状より小さくならないことが重要と考えています。新築の場合は、工事
費の高騰により、借入も含めた予算では現状の面積より小さくなることが予想されます。これらのことから改修案で進めることが妥当と考えて
います。改修案は、キッチンを大きくし、多目的トイレの設置や収納の増加をし、その分個室を1部屋減らす平面計画としています。
※工事費は2023年12月提案時点の物価状況等を踏まえた概算の費用です。

■新築案と改修案の比較
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屋内外をつなぐ斜面の床

倉
庫

蓄熱性の高いコンクリートの床と断熱材により、
夏の冷却効果や冬の加熱効果を促し、冷暖房負荷の低減を図ります。

ベンチ

公園→

断熱性・気密性が高いLow-E複層ガラス
により、空調効率の向上を図ります。

←広場

明るく
開放的な
集会室

高窓

ベンチ下から空調を吹き出し、
人がいる居住域に効率的に空調をします。

日中時に照明に極力頼らない
昼光利用を促し、省エネに配慮します。

ハイサイドライト（高窓）を利用した
重力換気により、熱たまりを効率的に排熱します。

すだれの設置により、西日を抑制

広場にクローバーを植え、
室内の土汚れの軽減を図ります。

建物全体を包むように断熱材を充填し、
ランニングコストの低減を図ります。

公園と広場をつなぐ

中央に大きな屋根

2つに分かれていた屋根

1つのシンプルな屋根

南側に持ち上げた屋根

TYPE_A

現況

TYPE_B

TYPE_C コンクリート床参考事例
金沢21世紀美術館

広場参考事例
一面クローバーの庭

■屋根について

漏水等の問題が発生している現況の分棟形式を解消するために、屋根
を1つにまとめ、さらに、遠くからでも視認できるようにシンボルとな
る屋根として3タイプを検討致しました。100m先からでも「集まる」場
所として認識される象徴的な外観をつくる屋根です。

■内部空間について

公園と広場との行き来に配慮し、床の高さを極力下げ、室内と屋外を
斜面で接続する計画とします。また、既存の天井を撤去して梁を現
し、屋根からの採光により明るく開放的な集会室とします。
断熱や空調、換気についても快適な環境となるように配慮します。

※上下足について
上足に履き替える場合、室内の清潔さが保たれますが、下駄箱が大きく面積を取ってしまいます。
土足の場合は、そのまま気軽に入れ、イベント時の使い方の自由度が高まり、利用者にとって自由
度が上がりますが、一方で、掃除が大変という面もあります。
そこで、外構の土を減らす為にクローバーの種を撒き、芝生の代わりにすることを考えておりま
す。その上で、土落としマット敷き+床をコンクリート+ルンバ設置、により清掃の手間を減らす事
が可能です。



TYPE_AのダイナミックさとTYPE_Cのシンプルさの良いところを取り入れた案で
す。光の取り入れ方がTYPE_Aより自然で、庇の出の調整を行うことで、夏の日差し
を遮り、冬には十分な太陽熱を取り込むことが可能です。

■TYPE_Bのご提案
TYPE_A TYPE_C

東側広場から
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天井が高く、明るく開放的な集会室
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駐輪場

広場側に半分繋げて利用 広場から公園まで全体を繋げて利用

イベント時の受付アクセスの向上

アクセスの向上

公園

広場

行列の通過

作業空間

野外映画や青空ヨガ等

大流しそうめん大会等選挙等

事務局
事務局

バックヤード

立水栓 立水栓

立水栓

N
60㎡と40㎡に分けられる可動間仕切り 屋内外をスムーズに行き来できる傾斜

屋内外をスムーズに行き来できる傾斜

鉄骨補強を公園側も併せて撤去し、
視認性や通行安全性に配慮

車椅子利用者の動線に配慮した廊下幅

柱が落ちない庇

約11畳の個室

広場や集会室への配膳
に配慮したキッチン

↓広場

↑公園

極力床の高さを抑え、イベント時の動線に配慮

広場用兼備蓄倉庫

12畳の広さ+大容量
の収納がある事務所

既存の床高さのままとし、
コストに配慮

梁の現しや採光により明るく開放的な集会室

室内からも屋外からも
利用可能な大倉庫

■集会室の使用方法について

■平面図

集会室は、広場や公園側に繋げた時に、様々
な使い方が可能になります。これまで通りに
使って頂くイベントでも、アクセスの向上に
よって利便性がアップすると考えています。
広場から公園までウォークスルーができるこ
とで、できなかった時と比べて、より地域の
方々の要望に応えられる自治会館になると考
えています。
新しい使い方が生まれる建物形式にする事が
一番大切だと考えています。これから少しず
つ新しい使い方を皆で発見していけたら嬉し
いです。



公園と広場をウォークスルー可能な設計にすることで、これまで以上に公園と広場が一体的につながります



屋根からのハイサイドライトにより集会室が明るくなります

床面の斜面により広場と公園に段差無く接続します



公園側からも大きな屋根が見えます



エントランスへの動線や座れる場所としてもウッドデッキは機能します

前面道路から見えるハイサイドライト



集会室のハイサイドライト
から空が見えるキッチン

既存木造架構や耐震改修の鉄骨梁も見え、
これまでの歴史も感じることのできる集会室



キッチンから集会室を見る（夕景）

集会室からキッチン側を見る(夕景)


